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　以上のことを総含すると次のような結論が得られる．

　（1）　ブルドン管に生ずる同一方向の応力は，円孤上

のどの断面をとっても中心角θにかかわらずほぼ一定な

値を示し，このことは内面，外面，側面とも共通してい

る．

　（2）　同一断面では周方向応力が最大で，σ．／P，σH’IP

　　　　欝，

膨離
繋黛嵐結果・一致・て・

　　　鷲野㌣

　　購捲ブ、レドン管の実例

　　」辮で澗定端の近く

　　　　　で断面が変化して

　　　　　いる付近から割れ

　　　　　が入tp，自由端方

　　　　　向に延びている

　　　　　が，これは周方向

　　　　　応力によるものと

　　　　　見倣されて，実験

　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）外面，内
　　　　　　写真2　　　　　　　　　　　　　　　　面におけろ　aHIP

とa．t／PはLorenzの理論が害ll合によく一致し，砂谷

の理論はややずれているようである，

　（4）子午線方向の応力は理論値と実験値の一致をみ

ない．しかし設計に当っては最大値を採っているので子

午線方向応力は問題でなく，周方向応力を用いて来たの

で偶然にも今まで大過なく来たものと思われる，

　（5）　3軸応力平面歪の方が平面応力3軸歪よりも少

し大きく出るが設計上からはそれ程大差があるものとは

思われない，

　したがって静的圧力に対する管壁の応力は，Lorenzの

式を用いて算出した値より少し大きくとり，使用条件に

よって安全係数を適当に定めればよい．ただし繰返し圧

力が変動する場合はよほど安全係数を大きくとり材料を

厳選しないと管破を起す原因となる．

　終りに末筆ながら，本実験の試料作成にあたり，種々

ご便宜を与えていただいた東京言．「’器研究部畏山口隆男，

同設計課長真木守俊の両氏に厚く御礼申し上げる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔1958．5．13）
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